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厳
し
い
残
暑
の
中
、
皆
様
に
は
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

　

去
る
５
月
の
総
会
は
、
多
数
の
出
席
者
の
下
、
熱
心
に
協
議
い
た
だ

き
提
案
事
項
は
全
て
承
認
さ
れ
、今
年
度
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

11
名
の
新
会
員
を
迎
え
、
新
た
な
気
持
ち
で
会
員
の
拠
り
所
と
な
る
会

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
会
設
立
15
周
年
を
迎
え
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
記
念

事
業
の
全
て
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
、
記
念
誌
「
島
根
に
生
き
る
! !
～
住
民
と
と
も
に
歩
ん
だ
保
健

師
活
動
～
」
の
発
刊
は
反
響
が
大
き
く
、
70
年
に
も
及
ぶ
伝
統
あ
る
島

根
の
保
健
師
活
動
の
歴
史
を
、
記
録
と
し
て
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と

が
で
き
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
格
的
な
伝
承
活
動
は
こ
れ

か
ら
で
す
。
今
後
、
地
区
毎
の
取
り
組
み
も
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

県
西
部
を
襲
っ
た
７
月
豪
雨
。
幸
い
人
命
に
関
わ
る
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。「
島
根
県

災
害
時
公
衆
衛
生
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
、
ぼ
た
ん
の
会
の
「
災
害
支
援
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
作
成

に
取
り
組
み
、
県
の
要
請
に
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

県
で
は
、「
第
二
次
健
康
長
寿
し
ま
ね
推
進
計
画
」
に
よ
り
、
県
民
、

関
係
機
関
・
団
体
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
健
康
づ
く
り
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
先
般
開
催
さ
れ
た
会
議
に
お
い
て
、
今
後
は
高
齢
者
の
介

護
予
防
、
生
き
が
い
づ
く
り
等
も
含
め
た
健
康
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る

と
示
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
構
成
団
体
と
し
て
の
役
割
が
果
た
せ
る

よ
う
基
本
目
標
で
あ
る
「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
」
こ
と
を
目
指
し
、「
楽

し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

ご
あ
い
さ
つ
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議案

平成29年度　在宅保健師等の会「ぼたんの会」
総会・島根県在宅保健師等研修会

　総　会
　平成29年５月12日、松江市「島根県国保会館」において、総会を開催しました。
　来賓の島根県健康福祉部健康推進課 山﨑課長から、「健康で生き生きと暮らせ
る島根となるよう一層のご活躍を期待している」と挨拶がありました。

　　　　１　平成28年度活動報告　　３　平成29年度活動計画　　５　会則の一部改正
　　　　２　平成28年度決算報告　　４　平成29年度予算　　　　６　役員改選

　馬場議長の進行で、６議案全て承認されました。議事終了後、グループに分かれ、記念誌の活用方法、今後
の会の活動をテーマに意見交換を行い、会の発展に向け有意義な交流ができました。

　平成29年度島根県在宅保健師等研修会
　総会と同日に開催された研修会には、県・市町村を含む約50名が参加し研鑽を深めました。主催者を代表し、
国保連合会竹中事務局長から「地域における健康づくり活動、保健師活動の伝承、島根県の政策に関する委員
会等への参画など、着実、真

しん
摯
し

な活動を展開されておられることに心から敬意を表するとともに、今後ますま
すの会の発展を祈念する」と挨拶がありました。
　研修会では、筋トレの実践を交え、運動がもたらす効果や生活の中に運動を取り入れるための工夫等につい
て講演がありました。

　

は
じ
め
に
、
働
き
ざ
か
り
世
代
の
男
性
は
内
臓

脂
肪
貯
蓄
型
肥
満
の
人
が
多
い
、
と
本
県
の
状
況

を
説
明
さ
れ
、「
内
臓
に
付
い
た
脂
肪
細
胞
は
、

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
動
脈
硬
化
等
様
々
な
疾
患
の

原
因
と
な
る
。
将
来
、
元
気
な
高
齢
者
に
な
る
た

め
に
も
、
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
生
活
習
慣
を
早

め
に
改
善
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
高
齢
者
の
筋
力
低
下
は
、
歩
行
速
度
を
弱
め
活
動
度
を
下
げ
、
ひ

い
て
は
食
欲
低
下
、
低
栄
養
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
を
誘
発
し
フ
レ
イ
ル
状
態
を
引

き
起
こ
す
。
不
活
動
が
骨
を
も
ろ
く
し
、
骨
粗
し
ょ
う
症
を
き
た
す
」
と
説
明

さ
れ
、「
運
動
を
す
る
こ
と
に
よ
り
骨
細
胞
が
目
覚
め
、
筋
が
構
築
さ
れ
、
脳
・

筋
と
も
に
改
善
し
、
認
知
症
や
寝
た
き
り
予
防
に
つ
な
が
る
。
元
気
な
高
齢
者

に
な
る
秘ひ

訣け
つ

は
、〝
運
動
を
す
る
こ
と
〟
で
あ
る
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
間
だ
け
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
す

る
、
買
い
物
か
ご
は
ダ
ン
ベ
ル
と
思
っ
て
ス
ー
パ
ー
で
カ
ー
ト
を
使
わ
な
い
な

ど
、
生
活
の
中
に
運
動
を
取
り
入
れ
る
例
を
挙
げ
、
時
間
は
長
く
な
く
て
も
毎

日
続
け
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
よ
り
効
果
的
に
運
動
を
行
う
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
な
が
ら
簡
単
に

で
き
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
う
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
指
導
方
法
に
会
場

内
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　

最
後
に
「
元
気
に
な
っ
て
退
院
し
た
患
者
が
、
数
カ
月
後
、
数
年
後
に
再
入

院
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
退
院
後
の
患
者
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
、
入
院
中
の

患
者
へ
の
よ
り
適
切
な
指
導
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
地
域
に
出
て
住
民
と
一
緒

に
運
動
・
指
導
の
機
会
を
持
つ
よ
う
に
し
て
い
る
。
再
度
病
気
に
な
ら
な
い
で

済
む
人
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

講
　
演

　
演
　
題
　「
島
根
県
の
未
来
を
カ
タ
チ
に
す
る
健
康
と
運
動
」

 　
　
　
　
　
講　
師　
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

理
学
療
法
士　

野
口
　
瑛
一
　
氏
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思
っ
た
以
上
の
反
響
が
!!!

　

国
保
連
合
会
を
は
じ
め
、
県
立
大
学
出

雲
キ
ャ
ン
パ
ス
、
会
員
等
の
ご
協
力
に
よ

り
、「
し
ま
ね
の
保
健
師
の
あ
ゆ
み
伝
承

事
業
」
の
ま
と
め
と
し
て
、
平
成
29
年
１

月
末
に
記
念
誌
を
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
作
成
し
た
４
０
０
部
は
、
発
刊

か
ら
わ
ず
か
１
ヵ
月
足
ら
ず
で
在
庫
が
不

足
す
る
事
態
と
な
り
、
う
れ
し
い
悲
鳴
で

し
た
。
会
員
は
も
と
よ
り
、
県
、
市
町
村

の
保
健
師
、
大
学
等
の
関
係
者
の
方
々
に

た
く
さ
ん
ご
購
読
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

若
い
世
代
に
伝
承
し
て
い
く
た
め
に
、

更
に
３
０
０
部
増
刷
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
県
外
の
友
人

に
も
送
り
た
い
と
い
う
方
も
あ
り
、
県
内
外
の
た
く
さ
ん
の
方
に
島
根
の
保
健
師
活
動

を
紹
介
す
る
良
い
機
会
と
な
り
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
５
月
下
旬
、
長
野
県
穂
高
町
に
あ
る
公
衆
衛
生
看
護
研
究
所
の
総
会
に

お
い
て
、
記
念
誌
発
刊
に
至
る
経
緯
、
思
い
等
に
つ
い
て
話
す
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
研
究
所
に
は
、
保
健
婦
資
料
館
・
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
が
あ
り
、「
保
健
師
活

動
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
結
ぶ
」
を
理
念
と
し
、「
保
健
師
は
住
民
と
と
も
に
住
民

の
中
で
」
を
実
践
し
て
き
た
先
人
の
貴
重
な
活
動
記
録
等
が
展
示
・
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
も
島
根
の
保
健
師
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
や
「
ぼ
た
ん
の
会
」
の
活
動
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、
本
記
念
誌
に
つ
い
て
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
全
国
に
広
め
た
い
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
初
予
想
も
し
な
か
っ
た
数
々
の
反
響
が
あ
り
、
今
後
の
活
動
の
励

み
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
捉
え
て
、
次
の
世
代
に
本
県
の

保
健
師
活
動
の
歴
史
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「島根に生きる!!」
～住民とともに歩んだ
　　　　　　 保健師活動～

 発刊によせて

「ぼたんの会」設立15周年記念誌

し
ま
ね
の
保
健
師
の
あ
ゆ
み
伝
承
事
業

 

検
討
委
員
会
委
員
長　

大 

家 

眞
木
子

５月12日の総会において、「記念誌発刊によせて」等
をテーマに交流会を行いました。声声

保健婦養成の歴
史が良く

わかった。加藤
清三氏の考え

が素晴らしいと
思った。

県・市町村・大学等の教育の場で
活用してもらうよう働きかけをして

いきたい。

大学等において、保健師を目指す学生に読んでもらいたい。

産業や病院関係など、
行政以外の保健活動に
ついて知ることができて

良かった。

森永ヒ素ミルク問題の

記事に感銘を受けた。

若い保健師に読んで

もらいたい。

この冊子を発
刊できて

うれしかった
。

活動の振り返
りに

役立った。

この冊子を読むと、胸に
せまるものがある。

一生懸命活動した時代が
思い出された。

島根県で働く保健師は、本県で働くことに誇りを持って欲しい。

島根大学医学部看護学科
の学生に話をした後、
保健師になりたい学生が
増えたと言われた。
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雲
南
地
区　
石
田
　
美
代
子

湯
村
ゴ
ム
バ
ン
ド
体
操
教
室

　

「
陽
だ
ま
り
の
会
」

　
平
成
23
年
３
月
、
転
倒
・
介

護
予
防
を
目
的
に
、
地
元
会
館

を
会
場
に
ゴ
ム
バ
ン
ド
体
操
教

室
を
始
め
ま
し
た
。参
加
者
は
、

主
に
60
歳
か
ら
90
歳
台
の
女
性

20
余
名
で
す
。

　
教
室
で
は
、
ゴ
ム
バ
ン
ド
体

操
に
続
い
て
リ
ズ
ム
体
操
を
行

い
、
最
近
で
は
音
楽
に
合
わ
せ
、
運
動

指
導
員
に
よ
る
タ
オ
ル
体
操
も
組
み
入

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お
茶
と
手
作

り
お
菓
子
を
食
べ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

た
後
は
、早
口
言
葉
、ベ
ロ
出
し
体
操
、

童
謡
等
を
歌
い
、
最
後
は
大
き
な
声
で

「
笑
い
の
歌
」
を
歌
い
閉
会
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
年
に
３
回
程
度
、

保
健
所
や
市
の
保
健
師
、
歯
科

衛
生
士
等
に
講
師
を
お
願
い

し
、
体
操
の
後
に
身
近
な
健
康

問
題
に
つ
い
て
の
学
習
会
や
昼

食
を
囲
ん
で
お
楽
し
み
の
機
会

を
持
っ
て
い
ま
す
。
学
習
会
で

学
ん
だ
こ
と
は
、
教
室
の
中
で

復
習
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い

知
識
を
得
た
参
加
者
が
、
引
き

こ
も
り
の
方
へ
適
切
に
対
応
し

た
と
こ
ろ
、
地
区
の
行
事
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
学
習
の
成
果
が
見
ら
れ
た

一
例
で
す
。

　
こ
の
教
室
は
、
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
陽
だ
ま
り
の
よ
う
に

暖
か
く
気
楽
に
集
え
る
場
で

あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
で

「
陽
だ
ま
り
の
会
」
と
名
づ
け

ご

あ

い

さ

つ

歴代役員
一言

　

平
成
13
年
「
ぼ
た
ん
の
会
」
の
発
足

時
か
ら
、
15
年
間
、
出
雲
地
区
幹
事
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
雲

地
区
で
は
、
健
康
劇
「
ぼ
た
ん
座
」
を

取
り
組
む
こ
と
と
し
、
初
上
演
を
平
成

15
年
３
月
に
行
っ
た
こ
と
を
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。
今
年
度

で
上
演
数
は
１
０
０
回
を
数
え
、
観
客

数
は
延
べ
５
，０
０
０
人
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
は
、
副
会
長
を
兼

務
す
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
26
年
度
か

ら
は
「
し
ま
ね
の
保
健
師
の
あ
ゆ
み
伝

承
事
業
」
に
も
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
副
会
長
・
幹
事
を
退
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
大

過
な
く
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

は
、
会
員
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
国
保

連
合
会
、
県
、
市
町
村
の
方
々
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
方
々
と
と
も

に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
前
副
会
長
・
出
雲
地
区
幹
事　

妹
尾
　
美
智
子

ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
教
室
の
参
加
者
で
あ
る

運
動
指
導
員
が
担
い
手
と
な
り
、
引
き

継
い
で
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
27
年
度
に
雲
南

圏
域
健
康
長
寿
し
ま
ね
推
進
会
議
か
ら

奨
励
賞
を
、
28
年
度
に
は
継
続
賞
を
い

た
だ
き
、「
陽
だ
ま
り
の
会
」
参
加
者

一
同
、
更
な
る
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
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大
田
地
区　
渡
　
辺
　
典
　
子

「
町
角
サ
ロ
ン
」
活
動
で
楽
し
ん
で
い
ま
す

　
「
誰
に
も
気
兼
ね
す
る
こ
と
な
く
、

思
う
存
分
大
き
な
声
で
笑
い
、
お
喋
り

を
楽
し
み
た
い
」
と
平
成
16
年
に
仲
間

と
始
め
た
サ
ロ
ン
の
窓
に
は
、
毎
年
見

事
な
ゴ
ー
ヤ
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
が

か
か
り
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
恒
例
の
音
楽
に
合
わ

せ
た
お
口
の
体
操
や
発
声
練
習
、
体
操
、

健
康
ミ
ニ
講
話
、ま
た
、手
芸
や
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
等
多
彩
で
す
。
特
徴

的
な
の
は
、
４
年
前
か
ら
始
め
た
論
語

の
勉
強
で
し
ょ
う
か
。
一
区
切
り
ず
つ
全

員
が
声
を
出
し
て
輪
読
し
、
孔
子
の
教

え
に
少
し
ず
つ
触
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
ロ
ン
は
週
に
１
回
で
す
が
、
笑
顔

で
ワ
イ
ワ
イ
、
手
先
と
口
と
頭
を
し
っ

か
り
動
か
し
て
い
ま
す
。「
こ
こ
に
来

る
の
が
楽
し
み
」「
大
き
な
声
で
笑
っ

平成28年度「ぼたんの会」保健・福祉活動
内　　　　容

会 全 体
全地区共通

◆健康長寿しまね推進会議への参画及びキャンペーン等への参加協力
◆各圏域健康長寿しまね推進会議への参画及びキャンペーン等への参加協力

松 江 地 区
◆高齢者ふれあい事業「まめな会」（ゴムバンド体操・サロン・ミニデイ・健康教室等）の運営　
◆障害者施設での健康体操教室
◆グループホームサロン事業　◆公民館活動支援（訪問・電話・健康相談等）
◆高齢者施設サロン事業　　　◆難病患者・家族会支援

隠 岐 地 区 ◆ゴムバンド体操教室　　◆いきいきサロン　　◆難病患者・家族会支援

出 雲 地 区 ◆健康劇の上演　　◆体操教室　　◆健康相談　　◆認知症予防活動（キャラバンメイト講演）
◆リウマチ友の会支援（絵手紙）　　◆高齢者サロン・ミニデイサービス事業　　◆健康教室

雲 南 地 区
◆ゴムバンド体操教室　　◆健康体操教室　　◆命の貯蓄体操教室
◆介護の会運営　　　　　◆サロン活動　　　◆花栗振興会健康づくり部会事業
◆亀嵩健康まつり支援

大 田 地 区 ◆認知症予防教室　　◆サロン活動　　◆体操教室　　◆健康教室

浜 田 地 区
◆筋トレグループ活動　◆いきいき百歳体操グループ活動　　◆体操教室
◆認知症家族会支援　　◆ハッピー子育て講座　　　　　　　◆サロン活動
◆ヨーガ教室　　　　　◆公民館、福祉会活動支援　

益 田 地 区 ◆健康教室　　　　　　　◆健康運動教室（ゴムバンド体操）
◆益田市健康フェスティバル支援　　◆糖尿病教室への支援　　◆公民館活動支援

た
の
は
久
し
ぶ

り
」な
ど
の
声
は
、

継
続
の
大
き
な
力

で
す
。

　
「
子
曰
く
、
道

に
志
し
、
徳
に
拠

り
、
仁
に
依
り
、

芸
に
遊
ぶ
」
こ
の

教
え
を
日
々
の
拠

り
所
と
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
お
互
い

笑
顔
で
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。
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新会員を紹介します

〈松江地区〉　岩見喜久子・魚谷幸枝・金丸礼子
　　　　　　中尾千代子

〈出雲地区〉　今岡きみ子・今岡由美子・神田由美子
　　　　　　原　絵美・吉井千栄子

〈浜田地区〉　河野洋子
〈益田地区〉　末成　薫
 会員数　141名（平成29年８月現在）

― 新会員から一言 ―

新しい仲間が増えました

新役員体制で
　　スタートしました！
新役員体制で
　　スタートしました！

「ぼたんの会」役員
会 　 長 木　村　久美子
副 会 長 大　家　眞木子

地
区
幹
事

松 江 山　﨑　絖　子
隠 岐 本　井　幸　枝
出 雲 小　中　綾　子
雲 南 浜　村　愛　子
大 田 黒　谷　寿美枝
浜 田 馬　場　真由美
益 田 長　野　知惠子

監 事 中　路　紀美代
妹　尾　美智子

広報委員

松 江 地 区 松　坂　由貴子
星　野　由　美

出 雲 地 区 吾　郷　昌　子
雲 南 地 区 横　路　節　子
大 田 地 区 森　山　隆　子

　島根県保健師を退職して３年が経ちました。在職中から母子保健を中心に子供の成長に今までの経験が生かされたらという気持ちで、児童相談所、そして今はスクールソーシャルワーカーとして支援しています。思いのほか地域の子育て環境は複雑で、子供の育ちは危うくなっているのが現状です。
　保護者を中心に、子どもたちを取り巻く大人が手を取り合って、「安心、安全」な子育て環境をつくることが、地域の中で次世代を育成する私たちの役割なのかなと思っているところです。
　このたび、先輩方々のアドバイスや協力等を得ながら、実のある活動が発展的に推進できないかという思いで「ぼたんの会」に入会させていただきました。よろしくお願いします。

「ぼたんの会」の入会に際して思うこと
〈益田地区〉末成　　薫 さん

　今春、ずっと先のことだと思っていた「ぼたんの会」

の仲間入りをさせていただきました。

　一昨年より在籍している社会福祉法人は、地域貢献活

動を法人運営の柱の一つに位置付け、地域活動に力を入

れていますが、健康相談や教室活動に関わる中で「見る」

「つなぐ」「動かす」保健師の活動が地域で求められてい

ることを改めて感じています。

　なかなか会の活動に参加できませんが、パワフルな先輩

諸姉の背中を見失わないよう努めていきたいと思います。

〈松江地区〉岩見喜久子 さん

　引越しを機にご縁があり、昨年度、『ぼたん座』の存在を知りました。養護教諭、病院保健師として勤務していたため、地域で働いた経験はなく、子育てに専念していました。
　微力ながら『ぼたん座』の活動に参加するうちに、こんな私でも地域の方々と交わり、学ぶチャンスがあるんだと気づくことができました。　一期一会に感謝して、より軽いフットワークとコミュニケーション力の向上を目指します。よろしくお願いします。

〈出雲地区〉原　　絵美 さん

山
陰
に
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス

　
　
　
　
　
　

  「
瑞
風
」
デ
ビ
ュ
ー
!! 

　

６
月
17
日
に
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン

「
瑞
風
」
の
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

「
瑞
風
」
は
み
ず
み
ず
し
い
風
と
い
う

意
味
で
、
吉
兆
を
表
す
そ
う
で
す
。
京

阪
神
地
区
と
山
陰
山
陽
エ
リ
ア
間
で
運

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
江
駅
で
停
車
中
の
「
瑞
風
」　

撮
影
／
広
報
委
員　
松
坂　
由
貴
子

　九州での記録的な集中豪雨は、想像を絶する甚大な被害をもたらしま
した。心よりお見舞い申し上げます。
　近年は全国、いつ、どこでも自然災害が起こりうる状況であり、災害
への物心両面の備えはもちろん、地域の人々との日頃の繋がりも大切に
したいと強く思うこの頃です。
　このたびの会報14号は、総会報告、地域での地道な活動などを紹介し
ました。今年度は11名の新会員をお迎えしましたが、活動に新しい風が
吹き込むことを期待しています。

 広報委員　　星野　由美

編 集 後 記


